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水門・陸閘門

排水機場・ゲート

情報表示板

TV・インターネット

事務所等

TV局
CATV局
地域FM局

リアルタイムの
河川情報の提供

監視カメラによる映像

津波による情報等を表示

監視カメラ

監視カメラ

光ファイバー

水位が
上昇します

河川管理用光ファイバー網を活用した防災対策

被害直後 対策実施後

被害直後 対策実施後

監視・制御 
指令・監視 

尼崎閘門

尼崎閘門集中コントロールセンター

①水門等の自動化・遠隔操作化
②津波防災ステーションの整備
③堤防護岸の補修

④津波ハザードマップ作成支援
 （耐震調査、浸水想定区域調査等）
⑤津波情報提供施設の設置

⑥避難対策としての管理用通路の整備
⑦避難用通路の設置

津波・高潮観測システム 

沖合での津波・高潮観測 

気象台 

水門の自動化 

情報伝達施設 

陸閘の自動化 
潮位計による津波・高潮観測 

制御装置 

津波・高潮警報・注意報・予測情報 

早期の情報収集・伝達 

遠隔操作 

遠隔操作 

海岸利用者への情報伝達 

セーフティー近畿
～安全で安心できる暮らしの実現～

　これから本格化する少子高齢化社会を迎え、誰もが安心して暮らせる安全な地域
づくりを進める必要があります。このため、阪神・淡路大震災の教訓を活かし、東南海・
南海地震等の広域的な災害や集中豪雨・高潮・豪雪等による災害への対策を推進する
とともに、大規模災害や重大事故に備えた危機管理体制の強化、住民の意識向上を
図ります。また、地域コミュニケーションの推進等により、安全・安心なまちづくりを
推進します。

セーフティー近畿の事業紹介

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
近
畿

22
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①大規模災害に備えた取り組み

26

②広域防災拠点の整備

④バリアフリー・ユニバーサルデザイン

⑤危機管理体制の強化

東南海・南海地震への取り組み

災害頻発地域の緊急防災対策

③市街地の防災性の向上 密集市街地の緊急整備

自律移動支援プロジェクト実証実験

東南海・南海地震

洪水に強い安全な地域づくり

23

24

臨海部人口集積地の高潮災害に対する安全対策

官庁施設のバリアフリー化

　今世紀前半には発生する可能性が高いといわれている東南海・南海地震。これらの海溝型地震が起これば、我が国の極めて

広い範囲で甚大な被害が発生すると想定されています。 

東南海・南海地震に備えて
　近畿地方整備局では、東南海・南海地震において想定される広域的で甚大な被害を可能な限り最小限にするために、自治体

の取り組みと連携をとりつつ総合的な防災対策を推進しています。 

河川の対策 道路の対策

港湾の対策 通信情報システム

　各沿岸において津波被害に速やかに対処できるように、水門の閉鎖に要す

る時間短縮の方策（遠隔操作）について検討し、津波に対する速やかな対応

を効率的に実施します。

 また河川情報の

高度利用化を進め

るとともに、非常時

に地域住民や河川

利用者等へ情報を

伝えるためのハー

ド・ソフト面からの

ネットワーク整備

（水情報国土の構

築）を推進します。

　災害に対して安全で信頼性の高い道路網を確保するため、地域の日常活

動や災害時の緊急活動等を支える道路について、法面対策や橋脚の耐震

補強等の防災・震災対策を重点的に進めます。

　和歌山県湯浅広港海岸は、U字型の湾形をしており、背後の湯浅町、広

川町は過去に津波により甚大な被害を受けてきました。本地域の防災機

能を高めるために、津波防波堤や護岸等の整備を進めていきます。

 またこれらの整備とともに、耐震バースや水門等の集中コントロールセ

ンター、臨海部防災拠点の整備等、総合的な防災対策を推進します。

　防災危機管

理情報の共有

化等に資する

ため、近畿地

方整備局の光

ファイバー網

を活用し、国・

自治体・公団

等による情報

共有ネットワ

ークの整備推

進を図ります。

東南海・南海地震への取り組み
東南海・南海地震に備え、総合的な防災対策を推進します。

①大規模災害に備えた取り組み

中心市街地の活性化

近畿全域
福井 滋賀 京都 大阪 兵庫 三重和歌山奈良

自律移動支援プロジェクト

官庁施設のバリアフリー化

臨海部防災拠点
（イメージ）

湯浅広港海岸

福井 滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 三重

寝屋川市萱島地区

神戸港新港地区

津波危機管理対策緊急事業

　津波に関する危機管理対策として、既存の海岸

保全施設の緊急的な防災機能の確保及び避難対

策を促進することにより、津波発生時における人命

の優先的な防護を推進することを目的に、津波対策

を総合的に実施するため、関係省庁が連携して助

成する制度を新たに創設しました。 

　平成17年度の補助事業として、堤防護岸の補

修、水門の自動化耐震調査を実施します。 

概　要

台風23号による福井市の様子（平成16年10月）

東南海・南海地震

通信衛星
（JC-SAT1B)

防災ヘリコプター
（きんき号）

画像撮影

河川監視河川監視
（九頭川）（九頭川）
CCTVカメラカメラ

河川監視
（九頭川）
CCTVカメラ

道路監視（国道8号）
CCTVカメラ

光ファイバー

光ファイバー作業現場作業現場 破壊現場破壊現場

越知無線中継所
（ヘリテレ受信局）

内閣府
（関係省庁）

首相官邸
（危機管理センター）

庁内共聴

光ファイバー

光ファイバー

光ファイバー

国土交通省

福井県庁

庁内共聴

庁内共聴

庁内共聴

近畿地方整備局

衛生小型画像伝送装置
（Ku-SAT）

福井河川国道事務所

足羽川左岸破堤箇所
衛生通信車（福井可搬地球1）

狐川排水作業箇所
衛星通信車（大阪可搬地球2）

衛生車載カメラ

衛生車載カメラ

災害映像伝送系統図
（平成16年7月福井豪雨）

新宮川水系相野谷川  由良川  那智勝浦道路

河川激甚災害対策特別緊急事業  大滝ダム
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輪中堤

熊野川

相
野
谷
川

鮒田地区の輪中堤整備状況

相野谷川
福井 滋賀 京都 大阪 兵庫 三重和歌山奈良

河川激甚災害対策特別緊急事業
福井 滋賀 京都 大阪 兵庫 三重和歌山奈良

川上村白屋地区
福井 滋賀 京都 大阪 兵庫 三重和歌山奈良

由良川
福井 滋賀 京都 大阪 兵庫 三重和歌山奈良

那智勝浦道路
福井 滋賀 京都 大阪 兵庫 三重和歌山奈良

福井 滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 三重 福井 滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 三重

由良川被災状況

由良川

●円山川（直轄）＊1 
　下流部の河床掘削、ＫＴＲ円山川橋

梁架替、豊岡市街地の内水対策等を

実施します。なお、平成17年出水期まで

には、破堤した堤防の本復旧、有堤区

間の堤防高の確保（施工高は計画高

水位＋50ｃｍ）の他、ソフト面でも河川情

報提供の強化等を実施します。 

●日野川（直轄）・足羽川（補助）＊2 
　日野川では深谷地区の河床掘削、

低水護岸を引き続き実施し、完了しま

す。足羽川では河床掘削、護岸整

備、橋梁架替等を実施します。  

●洲本川（補助）・加古川（補助）
　河床掘削、護岸整備、橋梁架替等

を実施します。 

●大手川（補助）
　河床掘削、護岸整備、測量・用地

買収等を実施します。 

円山川被災状況

足羽川被災状況 洲本川被災状況大手川被災状況 加古川被災状況

＊1 直轄（事業）とは、国が自ら直接行う事業をいいます。　＊2 補助（事業）とは、都道府県や市町村が行う事業のうち、国が資金を交付して行うものをいいます。 
用語解説

平成17年度の整備内容

　平成15年の試験湛水により発生し

た白屋地区地すべりの対策工事を実

施します。 

　公募した技術提案の概略設計結

果を受け、工事発注段階での更なる

コスト・工期縮減を目的に「設計・施工

一括発注方式」により工事発注を行

います。 

宅地嵩上げ

輪中堤

輪中堤

狭隘な平地部の
住家を

洪水から保全

きょうあい

＊1 輪中堤とは、ある特定の区域を洪水
の氾濫から守るために、その周囲を
囲むようにつくられた堤防をいいま
す。 

＊2 宅地嵩上げとは、水災害の頻発する
地域の地表面を嵩上げし、災害の
防止・被害の軽減を行うといった、
水防災対策の1手法のことです。 

用語解説

　新宮川水系相野谷川（三重県紀

宝町）沿川では、近年多数の浸水被

害が発生しています。平成16年8月の

台風11号でも、40戸を越える浸水被害

が発生しました。このような現状を踏ま

え、既に事業化を図っている水防災対

策事業による輪中堤整備や宅地嵩上

げをより一層推進し、早期に被害の防

止を目指します。 

概　要

　平成16年7月福井豪雨により被災した日野川・足羽川及び、平成16年10月台風23号

で被災した円山川・大手川・加古川・洲本川では、再度災害防止のための整備を実施

します。 

概　要

　由良川の下流部（京都府福知山

市、大江町他）には堤防がなく、山地

が両岸に迫り平地の少ない地形と

なっています。地域の意見を踏まえ

輪中堤、宅地嵩上げを取り入れた河

川改修を行い、早期に安全度の向上

を図ります。 

由良川下流部緊急水防対策
　大江町の河守地区、千原・尾藤地

区、舞鶴市水間地区にて輪中堤を実

施する他、平成17年出水期までには、

ソフト面でも河川情報提供の強化等を

実施します。 

概　要

新宮川水系相野谷川 

由良川 

　紀伊半島の主要都市は沿岸部に

点在しており、その都市間の移動は国

道42号に依存しています。また、台風

の常襲地であることから国道42号で

は越波等により頻繁に交通規制が発

生しています。 

　さらに、紀伊半島では「東南海・南

海地震」の発生による津波の被害も

危惧されています。 

　このように災害に脆弱な紀伊半島に

おいて、那智勝浦道路は現道の交通

混雑緩和や沿線地域の連携強化、地

域の活性化を図るほか、災害時には国

道42号の代替路、緊急輸送道路として

の重要な役割を果たす道路です。 

　平成17年度は、全線において工事

を展開し、平成19年度の開通を目指し

ます。 

概　要

那智勝浦道路 

災害頻発地域の緊急防災対策 
近年、浸水被害が頻発している地域を対象に、緊急かつ効率的に治水対策の効
果をあげるため、従来の連続堤防による河川整備にとらわれない、輪中堤＊1・宅
地嵩上げ＊2等による治水対策を、地域の意見を取り入れて実施します。

①大規模災害に備えた取り組み　 
 
 

相野谷川出水状況
平成15年8月　

相
野
谷
川

お　　の　　だに

河川激甚災害対策特別緊急事業 

　上流部における集中豪雨等により、政

治経済が集中する下流地域において

大規模災害が生じるおそれがあります。 

　このような壊滅的な被害の防止、ま

た近年頻発する渇水や沿川自治体の

水需要に対応するため、「大滝ダム」

の建設事業を実施しています。 

概　要

大滝ダム 

洪水に強い安全な地域づくり 
沿川の治水安全度の向上、および風水害で被災した地域の本復興、再度災害防
止のための整備を実施します。

①大規模災害に備えた取り組み　 
 
 

由良川水害対策イメージ

新規用水開発による安定した水供給、既存用
水確保、流水の正常な機能の維持と増進を目
指します。

一般国
道42

号

那智勝
浦道路一般国
道42

号

那智勝
浦道路

42号42号

物資輸送物資輸送

避難路避難路

避難路避難路

津波の影響のないところに
計画しています。

船溜り船溜り

津波津波

先行盛土（仮設部）

先行盛土（上部盛土）

先行盛土

護岸工（CSG） 盛土
第２期制限水位  290.0m

SML 323.0m

基礎コンクリート CSG 鋼管杭工

定常水位

和歌山県0.45ｍ
3
/ｓ上水

和歌山市1.54ｍ
3
/ｓ上水

橋本市　1.00ｍ
3
/ｓ上水

和歌山市0.51ｍ
3
/ｓ工水

奈良県
大和平野
3.5ｍ3/ｓ

3.5ｍ3/ｓ

奈良県3.50ｍ3/ｓ上水和歌山県
下淵

紀の川

奈
良
県
利
水

大
滝
ダ
ム

押え盛土＋鋼管杭工法

大滝ダム　
利水模式図

大滝ダム

川上村白屋地区

事業着手：昭和40年度　
完成予定：平成21年度
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輪中堤

熊野川

相
野
谷
川

鮒田地区の輪中堤整備状況

相野谷川
福井 滋賀 京都 大阪 兵庫 三重和歌山奈良

河川激甚災害対策特別緊急事業
福井 滋賀 京都 大阪 兵庫 三重和歌山奈良

川上村白屋地区
福井 滋賀 京都 大阪 兵庫 三重和歌山奈良

由良川
福井 滋賀 京都 大阪 兵庫 三重和歌山奈良

那智勝浦道路
福井 滋賀 京都 大阪 兵庫 三重和歌山奈良

福井 滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 三重 福井 滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 三重

由良川被災状況

由良川

●円山川（直轄）＊1 
　下流部の河床掘削、ＫＴＲ円山川橋

梁架替、豊岡市街地の内水対策等を

実施します。なお、平成17年出水期まで

には、破堤した堤防の本復旧、有堤区

間の堤防高の確保（施工高は計画高

水位＋50ｃｍ）の他、ソフト面でも河川情

報提供の強化等を実施します。 

●日野川（直轄）・足羽川（補助）＊2 
　日野川では深谷地区の河床掘削、

低水護岸を引き続き実施し、完了しま

す。足羽川では河床掘削、護岸整

備、橋梁架替等を実施します。  

●洲本川（補助）・加古川（補助）
　河床掘削、護岸整備、橋梁架替等

を実施します。 

●大手川（補助）
　河床掘削、護岸整備、測量・用地

買収等を実施します。 

円山川被災状況

足羽川被災状況 洲本川被災状況大手川被災状況 加古川被災状況

＊1 直轄（事業）とは、国が自ら直接行う事業をいいます。　＊2 補助（事業）とは、都道府県や市町村が行う事業のうち、国が資金を交付して行うものをいいます。 
用語解説

平成17年度の整備内容

　平成15年の試験湛水により発生し

た白屋地区地すべりの対策工事を実

施します。 

　公募した技術提案の概略設計結

果を受け、工事発注段階での更なる

コスト・工期縮減を目的に「設計・施工

一括発注方式」により工事発注を行

います。 

宅地嵩上げ

輪中堤

輪中堤

狭隘な平地部の
住家を

洪水から保全

きょうあい

＊1 輪中堤とは、ある特定の区域を洪水
の氾濫から守るために、その周囲を
囲むようにつくられた堤防をいいま
す。 

＊2 宅地嵩上げとは、水災害の頻発する
地域の地表面を嵩上げし、災害の
防止・被害の軽減を行うといった、
水防災対策の1手法のことです。 

用語解説

　新宮川水系相野谷川（三重県紀

宝町）沿川では、近年多数の浸水被

害が発生しています。平成16年8月の

台風11号でも、40戸を越える浸水被害

が発生しました。このような現状を踏ま

え、既に事業化を図っている水防災対

策事業による輪中堤整備や宅地嵩上

げをより一層推進し、早期に被害の防

止を目指します。 

概　要

　平成16年7月福井豪雨により被災した日野川・足羽川及び、平成16年10月台風23号

で被災した円山川・大手川・加古川・洲本川では、再度災害防止のための整備を実施

します。 

概　要

　由良川の下流部（京都府福知山

市、大江町他）には堤防がなく、山地

が両岸に迫り平地の少ない地形と

なっています。地域の意見を踏まえ

輪中堤、宅地嵩上げを取り入れた河

川改修を行い、早期に安全度の向上

を図ります。 

由良川下流部緊急水防対策
　大江町の河守地区、千原・尾藤地

区、舞鶴市水間地区にて輪中堤を実

施する他、平成17年出水期までには、

ソフト面でも河川情報提供の強化等を

実施します。 

概　要

新宮川水系相野谷川 

由良川 

　紀伊半島の主要都市は沿岸部に

点在しており、その都市間の移動は国

道42号に依存しています。また、台風

の常襲地であることから国道42号で

は越波等により頻繁に交通規制が発

生しています。 

　さらに、紀伊半島では「東南海・南

海地震」の発生による津波の被害も

危惧されています。 

　このように災害に脆弱な紀伊半島に

おいて、那智勝浦道路は現道の交通

混雑緩和や沿線地域の連携強化、地

域の活性化を図るほか、災害時には国

道42号の代替路、緊急輸送道路として

の重要な役割を果たす道路です。 

　平成17年度は、全線において工事

を展開し、平成19年度の開通を目指し

ます。 

概　要

那智勝浦道路 

災害頻発地域の緊急防災対策 
近年、浸水被害が頻発している地域を対象に、緊急かつ効率的に治水対策の効
果をあげるため、従来の連続堤防による河川整備にとらわれない、輪中堤＊1・宅
地嵩上げ＊2等による治水対策を、地域の意見を取り入れて実施します。

①大規模災害に備えた取り組み　 
 
 

相野谷川出水状況
平成15年8月　

相
野
谷
川

お　　の　　だに

河川激甚災害対策特別緊急事業 

　上流部における集中豪雨等により、政

治経済が集中する下流地域において

大規模災害が生じるおそれがあります。 

　このような壊滅的な被害の防止、ま

た近年頻発する渇水や沿川自治体の

水需要に対応するため、「大滝ダム」

の建設事業を実施しています。 

概　要

大滝ダム 

洪水に強い安全な地域づくり 
沿川の治水安全度の向上、および風水害で被災した地域の本復興、再度災害防
止のための整備を実施します。

①大規模災害に備えた取り組み　 
 
 

由良川水害対策イメージ

新規用水開発による安定した水供給、既存用
水確保、流水の正常な機能の維持と増進を目
指します。

一般国
道42

号

那智勝
浦道路一般国
道42

号

那智勝
浦道路

42号42号

物資輸送物資輸送

避難路避難路

避難路避難路

津波の影響のないところに
計画しています。

船溜り船溜り

津波津波

先行盛土（仮設部）

先行盛土（上部盛土）

先行盛土

護岸工（CSG） 盛土
第２期制限水位  290.0m

SML 323.0m

基礎コンクリート CSG 鋼管杭工

定常水位
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奈良県
大和平野
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下淵

紀の川
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押え盛土＋鋼管杭工法

大滝ダム　
利水模式図

大滝ダム

川上村白屋地区

事業着手：昭和40年度　
完成予定：平成21年度


